
医療的ケア児の自立に向けた支援について

現状
〇低学年である程度自立できている児童もいれば、高学年であっても
自立に時間がかかっている児童もいる
○自立ができたと認められた医療的ケア児の人数
⇒ 過去６年間で１名

支援方法（案）
○保護者の了解のもと、看護職員が、主治医と連携して、その方向性に
沿った支援を行っていく。受診日に、看護職員も同席する機会を設け、
共通理解を図る。

〇保護者、学校、看護職員が連携して、自立に向けた短期目標や
長期目標をたてる。

〇自立がどこまでできたか視覚的に分かるチェックリストを用意する。

自立に向けての支援方法について、ご意見をいただきたい

自立の定義・・・自分で準備、片付け、手技ができる。
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